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研究の概要 
 

下里 俊行（研究代表者）・菅原 至（研究副代表者） 

 

 

 本研究は，平成 30〜31（2018〜2019）年度上越教育大学研究プロジェクト（特別研究）として申請し採択された「大学院教員養成課

程における社会系教科専門性育成の在り方に関する実証的基礎研究」プロジェクトの成果をまとめた報告書（学内限り・内部資料）で

ある。具体的な研究成果（後掲個別論文）に先立ち，以下に本研究プロジェクトの概要を述べる。 

 
Ⅰ. 本上越教育大学研究プロジェクトの区分・名称・概要 
１）区分： 特別研究， 研究期間： 平成 30〜31（2018〜2019）年度度 

２）名称： 大学院教員養成課程における社会系教科専門性育成の在り方に関する実証的基礎研究 

３）研究プロジェクトの概要（目的・特色・意義・期待される成果等） 

 本研究は，大学院での教員養成（再研修を含む）において，教科教育実践者としての専門性育成の在り方を，本学大学院教育の

社会系教育分野の実績から実証的に検討することを目的とする。 

 これまで本学の大学院では，教員養成の在り方を理論的・実践的に考究してきた。社会系教育分野としては，教科教育の側面から

専門職学位課程所属教員と修士課程所属教員の共同による大学研究プロジェクト研究（教育実践研究・特別研究，平成 27−28 年

度，研究代表者 志村喬）を遂行し，その成果として『教科内容・教科教育・教育実践を横断したＰＣＫ研究による教師の専門職的力

量の構造解明』（全 46 頁，2017 年）を刊行した。これと並行して，教科専門の側面からは修士課程社会系教育実践コースの全教員参

加による科学研究費補助金研究（基盤研究（Ｂ））（平成 26-29 年度，研究代表者 松田愼也）を遂行し，その成果として『社会科教科

内容構成学の探求』（風間書房，2018 年）を刊行した。本研究プロジェクトは，これらの先行研究の成果を発展させた点にその最大の

特色がある。具体的には，先の大学研究プロジェクト（特別研究）で得られた教科教育的研究成果と科研費研究で得られた教科専門

的成果とを理論的に統合し，これまでの大学院修了者の実態からそれを臨床的・実証的に検討する点に意義がある。 

 本研究は，修士課程と専門職学位課程の教員の協働による教科専門領域の国内外の先導的な研究プロジェクトであり，大学改革

で新しい形での教員養成が全国で模索される中，高い教科教育実践力を持った教員養成はどのように在るべきかを社会科に限ら

ず，教科汎用的な理論として提起・発信することが期待される。これは，全国的なスケールでは，現代的教育課題の解明・解決に資す

るものであり，地域スケールでは，学校現場の課題（上越市教育委員会の大局的な課題「学力向上」等）に資する成果であり，本学の

目的に合致するものである。 

 
Ⅱ. 研究組織 

研究代表者 下里 俊行  上越教育大学大学院・学校教育研究科（修士課程） 

研究副代表 菅原 至   上越教育大学大学院・学校教育研究科（専門職学位課程） 

研究分担者 堀  健志  上越教育大学大学院・学校教育研究科（専門職学位課程） 

      蜂須賀洋一 上越教育大学大学院・学校教育研究科（専門職学位課程） 

      志村  喬  上越教育大学大学院・学校教育研究科（修士課程） 

      橋本 暁子  上越教育大学大学院・学校教育研究科（修士課程） 

      塚田 穂高  上越教育大学大学院・学校教育研究科（修士課程） 

      小松 敦    上越市立八千浦中学校校長・新潟県社会科教育研究会会長 

      近藤 克彦  修士課程・大学院生・妙高市立新井南小学校 
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      後藤 弦   専門職学位課程・大学院生     

Ⅱ. 予算 
   大学プロジェクト研究経費（2 年間）：総額 850,000 円 

   内訳 平成 30 年度 425,000 円    平成 31 年度 425,000 円 

 

Ⅲ. 本研究プロジェクトの概要と成果 
  研究１年目の平成 30 年度に，本学大学院の修了者自身が，大学院での学修成果・意義を，現在どのように評価しているかの情

報・資料収集・検討のために，全国で活躍する修了生 6 人を招聘したシンポジウムを開催した。 

 このシンポジウムは，本プロジェクト研究の理論基礎をなす松田慎也監修『社会科教科内容構成学の探求』（風間書房，2018 年）の

公刊を機に，「『社会科教科内容構成学の探求』の意味と今後の教員養成」と題したもので，2018 年 10 年７日上越教育大学社会科

教育学会第 33 回研究大会に合わせて開催されたものである。シンポジウムのプログラムは，以下の通りである。 

 

第一部【パネルディスカッション】 

『社会科教科内容構成学の探求』への各専門的見地からの提言 

パネリスト 

冨永 浩文氏（糸魚川市立木浦小学校 校長） 

任田 富美氏（石川県教育委員会 課長補佐） 

仙田 健一氏（南魚沼市立八海中学校 教諭） 

松村 謙一氏（三重大学教育学部附属中学校 教諭） 

第二部【コメント・総合討論】 

コメント・社会科教科内容構成学と教員養成 

コメンテーター 

梅野 正信氏（上越教育大学 理事・副学長） 

小栗 英樹氏（国立教育政策研究所教育課程調査官・文部科学省教科調査官） 

 

 以上のように，本研究経費により招聘されたシンポジウスト・コメンテーターは，全国の学校・教育委員会・文部科学省・大学で活躍

する修士課程社会系コース修了生である。 

 公刊された書籍は教科教育領域における先端的研究成果であるが，それを全国水準の臨床的視座から議論したことで，現代的教

育課題の解明・解決や教育活動の基礎となる先導的な研究として成果を定位することができた。また，シンポジウムには，新潟県社会

科教育研究会会長はじめ地域の多くの社会科教員が参加し，地域の小・中学校教員及び学校現場が抱えている諸課題とニーズに

対し社会科教科内容構成学や大学院修士課程学修が有する意義を共有することができた。さらに，それら成果をふまえ，松田愼也を

代表者とした科学研究費補助金（基盤研究（B））「教科教育と教科専門を架橋した社会科教科内容構成学の臨床と国際比較に基づ

く確立」(2019-2022)を申請することができた（不採択）。 

 このシンポジウム内容は，上越教育大学社会科教育学会誌『上越社会研究』第 34 号(2019 年 10 月)の特集記事としてまとめられ，

全国へ発信された。この特集記事は，本報告書にも転載した。 

 研究２年目の平成 31 年度は，基本的に研究分担者による個別研究を実施し，2019 年 8 月に研究打ち合わせを行い，研究の方向

性について意見交換を行った。さらに 2020 年 2 月に研究打ち合わせを行い，研究成果の共有と今後の課題について意見交換を行

い，本報告書の編集・刊行準備作業を行った。 
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